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回転貫入鋼管杭工法



杭の極限鉛直支持力 Ruは ,スウェーデン式サウンディング試験 (以下,SWS試験と称する )またはラムサウンディング試
験 (以下,RAM試験と称する)の結果から次式で算定する。

Ru=aswON10Ap+(β sW・ NIsOLs+yswONIcOLc)ψ
αSW:杭先端支持力係数,表 11に示す。
βSWi砂質土地盤における周面摩擦に関する支持力係数 ,

7SW:粘性土地盤における周面摩擦に関する支持力係数 ,

知 杭先端の有効断面積 いつ
り
D「 難

表

表

ψ

一Ｎ

Ls:杭の周囲の地盤のうち砂質土に接する長さの合計 (m)ただし,先行掘削部と杭先端から上に
lDwの区間を除く
:杭の周囲の地盤のうち粘性土に接する長さの合計 (m)ただし,先行掘肖」部と杭先端から上に
lDwの区間を除く
:杭本体軸部の周長 (m)

:杭の先端付近の N!の平均値で,Dw/D=2,25,3(Dw/Dは 翼径と軸部径の比,Dw:翼径 ,

D:軸部径,Dw/D=2は 2倍径と呼ぶ )の全てで 4≦ NI≦ 15の範囲とする。NIの算定範囲は,

杭先端から下方に lDw,上方に lDwの範囲とする。なお,N'算定にあたつては,N'<2の場
合 N'=0,N'>20の 場合 NI=20とする。
:杭の周囲の地盤のうち砂質土に接する部分の NIの平均値で,3≦ NIs≦ 15とする。なお,Nsの
算定にあたつては,N'<2の場合 N'=0,N'>20の 場合 NI=20とする。
l杭の周囲の地盤のうち粘性土に接する部分の N'の平均値で,3≦ N'c≦ 15とする。なお,N'cの
算定にあたっては,N'<2の場合 NI=0,N>20の 場合 N'=20とする。
:杭の先端付近の N'の平均値で,Dw/D=2,25は 10≦ N≦ 25,Dw/D=3は 10≦ N'≦ 15
の範囲とする。NIの算定範囲は,杭先端から下方に lDw,上方に lDwの範囲とする。なお,

N!算定にあたっては,N'<2の場合 Nl=0,N>30の 場合 N'=30とする。
l杭の周囲の地盤のうち砂質土に接する部分の N'の平均値で,3≦ N's≦ 15とする。なお,N'sの
算定にあたつては,N'<2の場合 NI=0,N>30の 場合 Nl=30とする。
i杭の周囲の地盤のうち粘性土に接する部分の N'の平均値で,3≦ Nic≦ 15とする。なお,N'cの
算定にあたっては,N!<2の場合 NI=0,Nl>30の 場合 N'=30とする。

:SWS試験または RAM試験による地盤の強度インデックスである。SWS試験を用いた場合は,

式①(砂質土地盤 )および式②(粘土質地盤 )より算定し,RAM試験を用いた場合は,式③より算
定する。先端地盤の土質が不明確な場合は,サンプリングを行い土質を判別する。または,式①(砂

質土地盤 ),式②(粘土質地盤 )を用いて N'値を求め,低い方の N'値を採用する。

SWS試験を用いた場合
N=2Wsw+0 067Nsw(砂 質土)… ……… ①
N'=3Wsw+0 050Nsw (粘 性土)… ……… ②

RAM試験を用いた場合
N'=Ndm-0 00041Mv… ……………………………③

WswiSWS試 験における荷重 (kN)
Nsw:SWS試験における貫入量 lmあたりの半回転数 (回 )
Ndm:RAM試験における打撃回数 (回 )

Mv:RAM試 験における回転トルク (N・ cm)

■表 1.1 支持力係数一覧

Ns

一Ｎ

N's

Nc

N

支持力係数 適用範囲 適用範囲

αSW
砂質土地盤

(礫質土地盤を含む )

米占性土地盤

140

4≦ N'≦ 15 SWS試験

10≦ Nl≦ 25(2,25倍 径)
10≦ N'≦ 15(3倍 径)

RAM試験

βSW 20 2≦ N's≦ 15 SWS試験
RAM試験7SW 38 2≦ Nc≦ 15



● 建築技術性

●
一
● の結果に基づく

支持力算定式にて設計8

小規模建築物(地上3階建て以下、建物高さ13m以下、軒高9m以下)に性能発揮。

●振動
`騒
音が極めて少なくヽ 周辺環境への配慮や残土も無くt環境に優しいクリニンエ法

`

ETP‐G工法の性能
鋼管の端面にディスク (円盤)状の翼をつけた構造の鋼管杭
●閉塞杭なので地盤の支持力が安定。

●翼と鋼管の結合部分が強靭。

●先端の掘肖」補助ビットにより貫入性が良い。

●鋼管径φ89 1mm～φ190 7mm、 翼倍率20D、 25D、 30Dの
バリエーションにて対応。

●適用地盤 杭の先端地盤:砂質土、礫質土、粘性土地盤
杭の周囲地盤:砂質土、粘性土地盤

ETP‐G工法の施工方法
施工・品質管理は、匿TP―G工法施工基準に基づき行

います。

施工機械は、施工記録 (トルク値、深度、押込み力、回

転数等)が測定できる機械とする。

建柱車 (管理装置付き限る)での施工も可能。

●施工地盤面よりの最大施工深さ

SWS試験 …………・杭径の130倍かつ15m
RAM試験

=・

………・杭径の130倍

ETP=G工法の     F
スウエ■デン式サウンディング試験 (SWS試
験)を標準とする。支持層が深い場合や、

SWS試験では貫入が困難な場合に|よ、ラムサ
ウン薫 ング試験(RAM試験)を用いる。
●SWS試験の上限N'値
N'≦ 15
●RAM試験での上限N'値
N'≦25
●ただし翼倍率3.0倍はN'≦ 15
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杭径
(mm)

翼倍
翼肉厚
(mm)
翼面積
(r)

先端平均 N'値
4 5 7 8 10 25

Φ891

25D 223 0039 7 10 14 36 45

30D 267 0056 10 13 18 23 26 39

Φ1016

25D 254 0051 14 16 21 35 47

30D 305 14 0073 17 23 27 34 51

Φl14 3

20D 229 12 0041 7 11 17 47

25D 286 12 0064 14 44

14 0064 14 44 74

30D 343 14 0092 17 34 38

Φ1398

20D 0062 14 43 57

25D 350 14 0096 31 35 40 44

0096 26 31 35 40 44 89

30D 419 0138 25 32 57 64

Φ1652

20D 330 0086 16 20 24 28 32 40 60

14 0086 16 20 24 32 40 60 100

25D 413 0134 37 43 50

0134 43 50 125

30D 496 22 0193 45 54

Φ1907

20D 14 0114 37 47 53 79

16 0114 42 47 53

25D 477 0179 33 50 83

0179 33 41 50 58 75 83 125 167 208
30D 572 0257 47 83 107 179
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